






























































































福岡県立大学附属図書館

学務部長 0柳 瀬 智 幸

長崎県立大学附属図書館

石 田 和 彦佐世保校附属図書館長

佐世保校図書グルー プリ ー ダー

豊 村 正 博

シー ボルト校附属図書館長

0下 野 孝 文

シー ボルト校図薯グルー プリ ー ダー

森 美 彦

熊本県立大学学術情報メディアセンタ ー

事務長 安 達 直 昭

大分県立芸術文化短期大学附属図書館

館長 河 上 央

企画情報課長 0三 宮 和 彦

大分県立看護科学大学附属國書館

司書 白 川 裕 子

【私立大学】

西日本工業大学図苫館

図書館長 0中 島 潤
―

加）、卜1国際大学図書館

図書館長 0松 井 貴 英

大学事務局長（兼）大学事務局

図書館事務室長事務取扱 0坂 根 生

課長補佐 宮 崎 昭

九小i'I女子大学・九州女子短期大学附属図書館

図書情報課 副主幹 築 地 恵 子

宮崎公立大学附属図書館

図書館長 福 田 稔

主事 佐 山 実 希

宮崎県立看護大学附属図書館

館長 浅 野 昌 充

専門主幹 0門 内 降 志

司書 福 留 美 香

司書 山 口 洋 子

鹿児島県立短期大学附属医書館

館長 0倉 直 賢 治

沖縄県立看護大学附属図書館

館長 佐 伯 宣 久

沖縄県立芸術大学附属図書・芸術資料館

館長 小 西 潤 子

名桜大学附属図書館

図書課長 赤 嶺 達 也

出 席 館 1 5館 2 5名

欠 席 館 なし

福岡工業大学附属図書館

館長

事務長

福岡女学院大学図書館

図書館課長

福岡大学図書館

図書部事務部長

学術情報課 課長

ー 田 肇

中 島 良
―

吉 村 球 夫

井 口 紀 子

河 村 正 徳
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0その他の協議事項については、 提案どおり

了承された。

(2)公立大学部会報告

宮崎県立看護大学から、 資料4-2に基づき、

丸州地区大学図書館協議会公立大学部会の報

告があった。

1)協議事項：九州地区公立大学図書館の協働

について

データベース共有、 電子書籍共有に向けて今後

管理運営についての情報共有に取り組んでいく。

2)協議事項：入りやすく使いやすい図書館に

ついて

図書館としての基本姿勢をもとに、 本を利用す

る授業での取り組み、 静的空間をきちんと確保し

つつラー ニングコモンズ等を整備する。

照合事項

0障がい者への施設支援について、 実際の検証

が重要であるとの意見が出た。

0電子書籍購入について、 メリットデメリット

を把握し、 取り組んでいく。

0寄贈図書の取り扱いについて、 最終的な廃棄

についても寄贈者の同意が重要である点が指

摘された。

(3)私立大学部会報告

鹿児島国際大学から、 資料4-3に基づき、

私立大学図書館協会西地区部会九州地区協議

会の報告があった。

0議事内容は、報告事項、協議事項、承合事項、

確認事項であった。

0議事終了後、 国立情報学研究所尾城孝ー氏に、

「学術情報流通をめぐる動向と今後の展望」と

いうテ ーマで講演していただいた。

(4)私立短期大学部会報告

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学から、 資料

4-4に基づき、 加州地区私立短期大学図書館

協議会総会等の報告があった。

1)総会では、 平成2 9年度事業報告、 平成2

9年度決算報告及び監査報告、 平成3 0年度事

業計画（案）及び予算書 （案）が審議され、 承

認された。

2)研修会では、 鹿児島純心女子短期大学名誉

教授小川学夫氏に「私の『西郷どん現象』の楽

しみ方」というテ ー マで講浪していただいた。

3)その他 機関リポジトリ、 図書館キャラク

タ ー、 SNS活用等についてフリーディスカッシ

ョンを行った。

13. 協議題「九州地区目録講習会に係る経費補助

について」

九州大学から、 年度当たり 2 万円を平成 30

年度から平成 32 年度の 3 年間経費補助するこ

と、 平成 33 年度以降も経費補助を継続する場

合、 協議会総会で改めて協議することとの提案

があり、 承認された。 本年度の経費補助につい

ては、次年度繰越金から支出することが確認さ

れた。

14. 承合事項

承合事項1~2について、各館において今後

の参考としていただくこととなった。

．承合事項1「研究費購入図書の消耗品扱いに

ついて」（提案大学：宮崎公立大学）

．承合事項2「図書館利用教育の実施状況につ

いて」

（提案大学：九州女子大学・短期大学大学）

15. 講演

鹿屋体育大学 宮園学術図書情報課長から講師

の紹介があり、 以下の演題で講演が行われた。

演題 『陸上競技100mで速く走るための科学的サ

ポー ト』

講師 鹿屋体育大学スポー ツパフォ ーマンス研究

センタ ー 非常勤研究員 松尾 彰文氏

16. 次期役員館の選出

(1)監査館の選出

幹事館の加州大学より、 監査館は幹事館所在地

に近い福岡市内の大学が適しているため、次期監

査館について福岡大学より内諾を得ている旨の説

明があり、 承認された。
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